
 

第１学年 第１分野 （２）身の回りの物質           福島県小中学校 理科ペディア 

（１）はじめに 

新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から「『新しい生活様式』に対応した『授業改善のすす

め』」（相双教育事務所）をもとに，生徒同士の協働や生徒自らの学びの振り返り（「自己内対話」

）を充実させることで自己の考えを広げ，深めることができると考えた。また「ふくしま『授業スタ

ンダード』」をもとに，生徒一人一人が実験計画をどのように考えているかを教師が見取り，その内

容に対して「問い返し」を行うことで，個に応じた支援を充実させることができると考えた。 

（２）授業の実際 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験計画を立てる場面で，生徒が「自己内対話」を行う時間を十分に確保することで「実験の目的」

を設定することができた。【資料１】また，生徒が考えた実験計画をもとに，教師が「密度を求めるた

めに体積や質量をどのように求めるのか」について「問い返し」を行い，問題点や疑問点を学級全体で

共有することで，生徒たちは自らの実験計画に足りない内容を追記することができた。【資料２】 

 

 

 

  

 

 

 

 

【資料１（※生徒のノートより抜粋）】 

                                      

【資料２（※赤線は生徒が追記した箇所を示す）】 

（所属：相馬市立中村第一中学校 菅野 貴恵子） 

「自己内対話」と「問い返し」による個の支援の実践 
～一円玉はどのような物質でできているかを調べるための計画書作りから～ 

【予想する】 

○金属でできている。 

○鉄でできている。 

○アルミニウムでできている。 

【課題を把握する】 

一円玉はどのような物質で

できているか？ 

【実験計画を立てる】 

○実験の目的 

○方法 

○準備物 

 

○教科書やノートを活用して既習事項（電気を通す物

質や磁石につく物質，物質固有の密度，器具の操作

など）の振り返りをさせよう。 

○意図的指名による「問い返し」で，問題点や疑問点

を学級全体で共有させ，個の解決につなげる。 

・一円玉の体積を測る時のメスシリンダーの容量 

・小学校算数科の既習内容を生かした体積の求め方 

・一円玉の物質の特徴（水に浮くのか等） 

・一円玉の質量を測る方法 

 

○実験の目的について 

・アルミニウムと予想しているが，磁石を使って調

べるだけでは不十分だな。 

・何をどう調べるか，見当がつかないようだな。 

○準備物について 

・準備物が不足しているな。 

・一円玉の直径と厚さを測って体積を求めようとし

ているな。皆に共有させたい！ 

教師の見取り 教師の支援 

自己内対話 


